
第４回福島フォーラム

ことしの福島や米どころの稲作
～穫れているようで、異常高温と天候不順も大きかった～

（公財）福島イノベーション・コースト構想推進機構補助事業
事業名:「復興知」の総合化による食・農・ふくしま未来学の展開

お問い合わせ

【TEL】024-503-2148 【Mail】fukushima-u@fukkouchi.com
【H P】https://fukkouchi.com

福島大学 復興知事業 事務室

参加方法

ID：991 1319 6115

パスコード：2T298e

※会場・オンライン(Zoom) 同時開催です。

① 会場参加： 会場へ直接お越しください。

② Zoom参加：下記QRコードを読み取り

下記ID・パスコードよりご参加ください。講師

福島大学 食農学類
農業生産学コース

新田 洋司 教授

※参加費無料・申込不要

福島大学
食農学類研究棟1階みらいホール

12月17日（火）

2023年産米は市場で「品薄」が起こり、2024年の稲作・収量が注目されました。収穫後の
作況指数は全国は平年並み（101）、福島県（102）と東北（103）は「やや良」でした。
十分な収量が穫れたようにみえますが、「やや不良」の米どころ地域（新潟県、山形県）や、
福島県内でも収穫前に稲体が倒れたり（倒伏）、白濁粒が多発したりするなど、実は大きな
影響がでています。概観してさぐってみます。

15:00～15:50

会場


